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 要  旨 
 
ブロードバンドの普及によるインターネット接続の長時間化、家庭でのネット
ワーク化の増加などにより、コンピュータウイルス（以下ウイルス）に遭遇する
機会が増え、深刻な被害となっている。1997年にはマクロウイルスによる被害が
増加し、1999年にはメール機能を悪用するウイルスが出現した。メール機能を悪
用するウイルスの登場で、被害は急激に増加し始めた。そういった中、2001年9
月にセキュリティ機能を悪用する「W32/Nimda」が登場し、それまでのE-mailの添
付ファイルを開かなければウイルスに感染しないという概念が一変した。セキュ
リティホールを悪用するウイルスは、複数の感染経路を持ち、被害は急激に拡が
った。そして2003年8月、W32/MSBlasterワームが出現し、瞬く間に世界中に被害
を拡大した。このワームはセキュリティホールを悪用し、パソコンがインターネ
ットに接続された状態であれば、メール受信やホームページを見ていなくても感
染してしまう。 
ワクチンソフトを利用するだけでは完全にウイルス被害を防ぐことはできな
い。既知のウイルスの被害が相次ぎ、また感染方法が非常に巧妙化している現状
をかんがみると、ワクチンソフトを正しく利用することに加え、ユーザー側での
ウイルス対策に対する知識・意識の向上を図ることが急務となっている。 
そこで、一人でも多くのPCユーザーにウイルスの概要や対策法、最新情報等を
提供することを目的として、ウイルス対策Webサイトの運営を行ってきた。この運
営を通し、ウイルス対策における啓蒙活動の重要性を考察・提言することが本研
究の目的である。 
第1章では「ウイルスの概要」について詳しく述べる。第2章ではこれまでの「日
本におけるウイルス被害の現状」をIPAへのウイルス発見届出やワクチンソフトメ
ーカーが公表している被害届出を中心に述べる。第3章では「2003年流行したウイ
ルス」について、個々のウイルスに関し述べ考察を行う。第4章では「日本におけ
るウイルス対策の現状」について、IPAを中心とした各機関との相関関係等を述べ、
IPAの企業におけるウイルス対策調査、総務省が実施した個人におけるセキュリテ
ィ実施状況に関して述べる。第5章では「ウイルス対策における啓蒙活動」につい
て、当研究室で運営しているウイルス対策Webサイトの現状を中心に述べる。第6
章ではWebサイト運営を通し得た知識、経験をもとに「今後のウイルス対策」につ
いて述べる。 
 
